
Vol.10 Ａｕｔｕｍｎ 秋号 

連絡先：〒530-0047大阪市北区西天満4-1-11 
    昭栄ビル南館２Ｆ 得本法律事務所内 

発行 ：特定非営利活動法人 酒好会 

電話 ： ０６ (６３６５) ９６８８ 

ＦＡＸ： ０６ (６３１６) １７３４ 

E-mail ：toiawase@sakesuki.com 
    http://www.sakesuki.com/ 

こんにちは！「sakesuki」編集部です。秋号のお届けです。一応、１１月中に発送はでき
ました…。酒好会ではこれから、忘年会や蔵見学、冬企画目白押しですよ！お楽しみに。 

若き造り手を応援する会（10月16日） 
昨年の第１回「若き造り手を応援する会」に引き

続き、第２回を１０月１６日に三井アーバンホテル

大阪ベイタワーにて開催しました。この会の趣旨

は、焼酎ブームやワインなどに押されて低迷してい

る日本酒業界にもっと元気になってもらおうという

ことで、将来の日本酒業界を背負っていくであろう

若き造り手を招いて、紹介・応援していこうという

ものです。 

今年は、特に３０歳前後の造り手の方をお招きし

て、その酒造りにかける思いを語って頂くととも

に、実際に造られたお酒を味わうという形で進めま

した。来て頂いた造り手は木屋正酒造（三重県名張

市）の大西唯克氏、伴野酒造（長野県佐久市）の伴

野貴之氏、宝剣酒造（広島県呉市）の土井鉄也氏、

竹鶴酒造（広島県竹原市）の竹鶴敏夫氏、冨田酒造

（滋賀県伊香郡）の冨田泰伸氏、稲田酒造（奈良県

天理市）の稲田光守氏の６名で、一番若い伴野氏が

２６歳、一番年上の竹鶴氏と稲田氏が３２歳、残り

の３名が３０歳とサラリーマンでも実務をばりばり

とこなせるようになって来る年代の方ばかりです。 

実際に酒造りに対する考え方をお聞きして、酒造

りに情熱を持ち、そのおもしろさに虜になっている

ことがよくわかるお話を皆さんがされていたのが印

象的でした。今は日本酒は、だめだだめだと言われ

ていますが、このような方々がもっと実力を発揮で

きるようになれば、この業界もまだまだ捨てたもの

ではないし、我々酒好会も彼らが活動しやすいよう

環境を整えたり、情報を広く発信して彼らの造った

お酒をもっと知ってもらえるように、努力していく

べきではないかと感じました。 

また、今回皆さんのお話を伺っておもしろかった

のは、ほぼ皆さんが一旦家業である酒造りから離れ

られて、酒造りとは全く関係の無い職業に就かれて

から、諸事情により家業の蔵元を継がれていること

です。事情はおのおのの方によって違うと思います

が、他の仕事を経験した上で酒造りをされること

は、ご本人にとっては、自分の仕事の幅を広げるの

に役立っていると思いますし、もの造りが軽視され

がちな現代の日本の中で、たとえば、サラリーマン

の営業などを経験した後に酒造りに取り組むことに




